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１ 前回の審議会で頂いた主な御意見と県の対応
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■第６回静岡県道路技術審議会　主な御意見と県の対応

　　　対応方法等報告する必要があると判断した主な意見 県の対応

総論

御意見

　幾つかの重点施策の取組では、一つの道路整備により複合的な効果が発現す
ることになる。
　例えば、幹線道路のネットワーク構築では、渋滞対策、防災機能の強化、渋
滞がなくなれば事故も少なくなるといった複合的効果がある。
　重点施策の個別整理だけでなく、取組の結果、他にも波及する効果があるこ
とを見せられれば良いと思う。

■社会インフラのもたらす効果として、「フロー効果」と「ストック効果」が
ある。
■特に多様な分野で複合的に効果をもたらすネットワークを構築する道路事業
を対象に、「ストック効果」をとりまとめ広報する取組みを始めた。

　県の道路整備が順調に進んでいることがわかった。
中間評価に「地域の声」の検証を入れたのは、なかなかできないことだと思
う。
検証では、「みち～満ち・充ちミーティング」の意見を抽出すると思うが、道
路行政に有利な情報だけを集約していると疑われないためにも、意見収集プロ
セスを明確にするとともに、誰でも参加できることをもう少しＰＲしていく必
要があると思う。

■「みち～満ち・充ちミーティング」は、本年度も７回実施予定である。
■また、局内で広報活動のワーキングチームをつくり、道路行政の広報活動の
強化に取り組んでいる。

　中間評価を重点施策の取組状況の検証と、道路を取り巻く背景の変化の検証
の二本柱で行う方針は良いと思う。
　最近の話題である道路の老朽化対策について、道路メンテナンス会議での取
組を上手く検証に組み入れれば良いのではないかと思う。
　ただ、写真で見る限り道路メンテナンス会議は、大人数が一堂に会して開催
されており、実のある会議になっているのか疑問が感じられる。

■道路メンテナンス会議の取組状況等をメンテナンスの重要性とともに打ち出
していく。

　「豊かさの実現」の数値目標が、「無電柱化率」と「運輸部門のＣＯ２排出
量」となっているが、なぜ運輸部門なのか、一般車両のＣＯ２排出量算出は難
しいのか。
また、「豊かさの実現」のための重点施策とＣＯ２が結びつかないので、数値
目標の設定プロセスも伺いたい。

■CO2削減は国家として取組んでいる取組であり、運輸部門の役割も大きい一
方、施策と効果は複合的であることから、自動車部門を車種分類するまで細分
化して管理するのは適当では無いと考えている。
　県では、「ふじのくに地球温暖化対策実行計画」に基づき、全庁的に取組ん
でいる。
（備考）
　1997年12月の気候変動枠組条約第3回締約国会議（COP3）で採択された京都議
定書に基づき、排出量の削減に取組んでいる。運輸（自動車、航空、船舶、鉄
道)部門で全排出量の約２割を占めるなか、自動車に関連する「交通流対策」
は、バイパス整備、路上工事の縮減等多様な７つものメニューに取組んでい
る

・第６回審議会で、「ふじのくにの“みちづくり”」の中間評価の手法については、ご理解をいただいた。
・審議中は、貴重なご意見を頂戴した。このうち、対処方法等について報告すべき意見について、以下のとおりとりまとめる。
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●ストック効果

■ 道路整備による波及効果であるストック効果

■ 県としての取組

○ H27.5に、部局内で研究チームを設立

○ 代表工区を対象に、ストック効果を算定

○ パネル展の開催、県HPにおける掲載等示周知活動

■ 県作成ストック効果資料の一例

➊



3

１ 前回の審議会で頂いた主な御意見と県の対応

■ みち～満ち・充ちミーティング ■ ‘みち愛あ～る’による「見せる広報」

○県ＨＰでの掲載 •IR（Investor Relations：企業が行う株主や

投資家への情報提供）の考え方に立ち、“みち

づくり”への適切な評価を頂くため、積極的に

広報を進める。

＜広報の概要＞

•道路予算や事業内容をあらゆる機会を通じて

情報発信

•道路の完成や開通が分かる広報、開通式典や

イベントの開催

•見やすいわかりやすいホームページ作り

•現場見学会の実施
○実績

・これまでに、延べ76団体と意見交換を開催
➔ H27は７回開催

＜主な意見＞

・災害に備えたみちづくりが必要

・高規格の道路を補完する道路整備が必要

・交通弱者に配慮した道路を

・事業の進捗管理をしていくことは良い取組

・道路の老朽化は大変深刻な問題

・幹線道路を結ぶ路線の整備による道路網整備が必要

●道路整備における広報活動

➋
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●道路メンテナンス

➌

■県ＨＰでの掲載 ■国土交通省ＨＰでの掲載




